
令和７年度 砂田橋小学校グランドデザイン

◇ 教育相談やキャリア教育等を
充実させることで、子どもが「自
分」を知り、自分の強みや弱み
を理解した上でよりよく生きて
いくことができるようにする。

◇ 相手の気持ちや状況に応じた
適切な言動を考える場を多く設
定することで、互いを大切なも
のとして尊重し合うことができ
るようにする。

◇ 学校生活全般で「何をすればよいのか」「この
行動の結果、どのようなことが起きるのか」等
を考え、行動し、振り返る機会を多く設定する
ことで、自分で考えることの必要性や達成感を
感じることができるようにする。

◇ 自分の考えや思いを他者を介さずに自身で
伝える機会を設けることで、他者に適切に関わ
ることができるようにする。

◇「うまくいかない体験」を価値付けることで、
失敗から多く学べることに気付けるようにする。

自分なりのチャレンジ自他の尊重

自分で考え、進めよう！

－子どもが夢中で探究するPBLを目指して－

子どもの自己選択・自己決定に基づいた活動を重視し、

仲間と協力し合いながら、自分の問いを解決していく子

どもを目指す。今年度は特に「学びを深める手立て」「学

びを支える手立て」に重きを置く。

努力点 令和７年度のテーマ

名古屋市教育振興基本方針 「学びの方針（コンパス）」

＜目指したい子どもの姿＞

必要に応じて仲間や大人などの力を借りたり、自分の力を貸したりする「ゆるやかな

協働性」のもとで自律して学び続ける姿

＜重視したい学びの姿＞

自分に合ったペースや方法で学ぶ 多様な人と学び合う 夢中で探究する

自分で考え、行動する子ども

－「うまくいかない体験」を大切に、仲間とともに学び続ける学校－

砂田橋小学校が目指す子どもの姿・学校


